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内容

➢ CADとコンピュータ
➢ ２DCAD

o 作図コマンドとプログラム
o ２DCADによる製図教育
o 寸法公差と幾何公差
o 製図教育の評価

➢ ３DCAD
o ソリッドモデルとサーフェスモデル
o ソリッドモデルのデータ構造
o 幾何拘束と寸法拘束
o モデリングの履歴
o ３DCADと設計教育

▪ 機械要素と３DCAD
▪ 機構設計とアセンブリ
▪ CADとCAE

o 3DCADによる機械設計(事例）
o PDQ

o モノづくりの変遷

職歴
1977-1993 静岡県工業技術センター 研究員
1993-2000 東京都立工業高等専門学校 助教授
2000-2020 静岡文化芸術大学 デザイン学部 大学院デザイン研究科
2020-現在 静岡理工科大学 機械工学科 （非常勤）
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CADとコンピュータ
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静岡文芸大学  デザイン学部
3DCAD教育

形状モデラー
研究開発



10 LINE (0, 0)-(100, 50), 2
(0,0)～ (100,50) 色コード2で直線を描く

直線: LINE (x1, y1)-(x2, y2),色、スタイル、

20 CIRCLE (60, 40), 50, 2
中心座標(60,40)、半径50、色コード2で円を描く

円: CIRCLE (x, y), r, 色、スタイル

BASIC 「手続き型のプログラミング言語」

２DCAD 作図コマンドとプログラム 2DCAD CADデータ



２DCADによる製図教育

周辺機器

出力； ペン書きプロッター

（座標値入力；デジタイザー）

2DCADによる製図教育

➢ 作図のスキルアップ

➢ 機械製図
（データム、TED、サイズ公差、幾何公差、・・）

手書き製図 ⇒ ２DCAD製図

CAD利用技術者試験



サイズ公差と幾何公差（位置度）による公差域の違い

サイズ公差の公差域

1970年代の
機械製図

位置度の公差域













製図教育の評価
(課題のサンプル）



解答例



3D単独図・PMI（製品製造情報）





３DCAD

サーフェスモデル Coonsパッチ Bezier曲面・有理Bezier曲面 B-Spline曲面 NURBS
パラメトリック曲面

ソリッドモデル

形状モデラー １）

PADL、BUILD、COMPAC、TIPS-1、GDP

(多面体近似を用いるシステム)
GLIDE、GEOMED、EUCLID、EUKLID、
BORKIN、PARENT、YESSIOS、3DFORM

(B-spline曲面で近似するシステム)
GEOMOD、GEOMAP、

１）自動設計の方法論； 沖野教郎 著、
養賢堂 1982 p.15-20

研究開発・システム開発(1970年代）

B-Reps (Boundary Representation)

CSG (Constructive Solid Geometry)



B-Repsによるソリッドモデルのデータ構造
ノンマニホールドのチェック



ソリッドの作成



サーフェスの作成 



ソリッドからサーフェスへの更新

ソリッド サーフェス



幾何拘束と寸法拘束

プロファイル
（スケッチ）

幾何拘束

寸法拘束



パーツのモデリング 履歴

モデリングの履歴は３DCAD教育において重要





機械要素のアセンブリ



すぐばかさ歯車

平歯車

カム機構の練習問題

カムとフォロワ―

機械要素のアセンブリ



線形静解析 固有値解析

３DCADとCAE（線形解析）



機械設計 軸設計

フィレット部を有する段付き丸棒の応力集中

設計仕様



減速歯車装置の設計



リンク機構の設計とモーション解析



リンク機構設計





2000年の頃
PDQ(Product Data Quality)

STEP

1面 2面

３DCADによるトポロジーの違い
2026年度版CAD利用技術者試験

3次元公式ガイドブック P107

CAD A CAD
B 

CAM
B 

CAM A

トレランス（モデリング精度）

許容誤差（許容範囲）のことで、例えば、二つの点が
同じ位置にあるか否かは、二つの点間距離が許容
誤差の範囲内にあるか否かで判断する。

３DCADによってトレランスが異なる。

３DCADデータの交換の難しさ





モノづくりの変遷
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